
おはなし会（会場：本館）       ０～２歳くらい（11:00～）            ３歳くらいから（11:00～） 

休館日  毎週月曜日 毎月最終木曜日   開館時間 本館 １０：００～１８：００ 分室 １２：３０～１７：００ 

※最新の情報はホームページをご確認ください。  
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みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２3年５月１日 第 12４号） 

5月号 

新刊案内
《小説》 《その他》 

■『神無島のウラ』 あさのあつこ(著) 小学館 ■『花

に埋もれる』 彩瀬まる(著) 新潮社 ■『浪華燃ゆ』 伊

東潤(著) 講談社 ■『逆転のバラッド』 宇佐美まこと

(著) 講談社 ■『黄色い家』 川上未映子(著) 中央公

論新社 ■『文豪、社長になる』 門井慶喜(著) 文藝春

秋 ■『ゆうべの食卓』 角田光代(著) オレンジページ 

■『砂の宮殿』 久坂部羊(著) KADOKAWA ■『署長

シンドローム』 今野敏(著) 講談社 ■『魔女と過ごし

た七日間』 東野圭吾(著) KADOKAWA ■『水車小屋

のネネ』 津村記久子(著) 毎日新聞出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■『読み終わらない本』 若松英輔(著) KADOKAWA   

■『ネガティブの教科書』 武田双雲(著) きずな出版 

■『もっと知りたい牧野富太郎』 池田博(著) 東京美

術 ■『九州の名城を歩く 福岡編』 岡寺良(編) 吉

川弘文館 ■『働く人のもらえるお金と手続き実例

150』 蓑田真吾(著) 朝日新聞出版 ■『「難民」と

は誰か』 小泉康一(著) 明石書店 ■『英雄になった

動物たち』 クレア・ボールディング(著) 草思社 ■

『楽ありゃ苦もある地味ごはん。』 和田明日香(著) 

主婦の友社  
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※5/3～5/4犀川分室施設電気工事のため休館 

 

 

 

 

 

6/17は“もこもこ”の

おはなし会です。 

🔸令和 5年度みやこ町ブックスタートフォローアップ事業🔸 

『いっしょにあそぼう！わらべうた』 

 

🔸日 時：６月１４日（水） １０：３０～１１：３０ 

🔸講 師：コダーイ芸術教育研究所 岩根 聡子 氏  

🔸会 場：みやこ町図書館 視聴覚室  

🔸対  象：０～2歳の乳幼児とその保護者（定員：10組） 

🔸申 込：５月１６日（火）から、みやこ町図書館・分室で受付（※先着順） 

※はじめて参加する人・町内在住の人を優先させていただきます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

みやこ町図書館HP 

図書館員おすすめの本 

連絡先  本館（豊津） ☎33-1040     犀川分室 ☎42-3330     勝山分室 ☎32-3455 

『騒がしい楽園』 中山 七里(著)  

朝日新聞出版(2020) 

幼稚園教諭の神尾舞子は、常に冷静

沈着に業務をこなすタイプ。だが、幼

稚園で様々な事件が起こり、遂には、

担任する園児が殺害されてしまう。さ

すがの舞子も心が折れてしまうが…。

犯人は誰なのか、動機は何なのかと、

最後まで気をもんでしまう。[和] 

『方舟』    夕木 春央（著）  

          講談社（2022） 

地震によって謎の地下施設「方 

舟」に閉じ込められた 10人。1週 

間後には水没してしまうが、誰か 

1人を犠牲にすれば残りの命は助 

かる、という時に、起こる密室連 

続殺人事件。救われるのは、誰？ 

[ツム] 

 

『明治ガールズ』  

藤井 清美(著) ＫＡＤＯＫＡＷＡ (2017) 

時は明治。横田家次女の英は突然

持ち込まれた縁談に戸惑い、どうに

か避けられないかと考えていた。あ

る日、区長を務める父が最新のフラ

ンス式製糸技術を学ぶために富岡

へ行く子女を集めようと苦心して

いることを知り、英は勢いで最初の

一人に名乗り出た。  [もふ] 

『伏木商店街の不思議』 

    太田 忠司(著)   河出書房新社(2015) 

伏木(ふしぎ)商店街。そこにある 31

軒のお店で巻き起こる不思議なもの

がたり。読みながら、ゾクッとしたり、

ほろっとしたり、いろんな話が詰まっ

ていて面白かった。どこか懐かしさも

感じる商店街に、行ってみたくなっ

た。         [はりねずみ] 

 

  

 『朱色の化身』 塩田 武士（著） 講談社（2022） 

 

      講談社（2022） 
父に、ある女に会いたいと

頼まれたライターの亨は、彼

女が失踪していることを知

る。調査を進めるうち、昭和

31年の福井の大火が彼女の人

生に大きな影響を及ぼしてい

ることに気付く。  [青] 

『老害の人』 内館 牧子（著） 講談社（2022） 

ひと口に「老害」といっても

様々ある(らしい)。周りの人に

迷惑だと言われながらも、次々

と湧き出る老人パワーは全く止

まることはない･･･。世代間のギ

ャップをリアルに描いていて、

最後には読者をホッコリさせる

内容に包まれます。 ［S］ 

新緑の季節になりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

新年度から 1 カ月が経過し、緊張や疲れがピークに達するこの時期。気分が優れない方

もいらっしゃるかと思います。ぜひ、図書館で気分転換してみませんか？ 

頭のリフレッシュや心のデトックスのお手伝いいたします(^^)/        [はりねずみ] 


